
き

む
ら

つ
と
む

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

木

村

孟

専
攻
学
科
目

土
木
工
学
・
地
盤
工
学

生

年

月

昭
和
一
三
年

三
月

略

歴

昭
和
三
六
年

三
月

東
京
大
学
工
学
部
土
木
工
学
科
卒
業

同

三
六
年

四
月

日
本
鋪
道
（
株
）
入
社
（
昭
和
三
九
年
六
月
ま
で
）

同

四
〇
年

三
月

東
京
大
学
数
物
系
大
学
院
修
士
課
程
修
了

同

四
〇
年

六
月

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
助
手

同

四
三
年

六
月

工
学
博
士

同

四
三
年

八
月

東
京
工
業
大
学
理
工
学
部
助
教
授

同

四
六
年

九
月

英
国
ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
大
学
研
究
員
（
昭
和
四
八
年
三
月
ま
で
）

同

五
三
年

三
月

英
国
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
研
究
員
（
昭
和
五
四
年
三
月
ま
で
）

同

五
七
年

三
月

東
京
工
業
大
学
工
学
部
教
授

平
成

四
年

四
月

東
京
工
業
大
学
工
学
部
長

同

五
年
一
〇
月

東
京
工
業
大
学
学
長
（
平
成
九
年
一
〇
月
ま
で
）

同

一
〇
年

四
月

東
京
工
業
大
学
名
誉
教
授

同

一
〇
年

四
月

学
位
授
与
機
構
（
現
・（
独
）
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
）
機
構
長
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

同

一
六
年
一
一
月

東
京
都
教
育
委
員
会
委
員
長
（
現
在
に
至
る
）

同

二
一
年

四
月

（
独
）
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
名
誉
教
授

同

二
一
年

四
月

（
独
）
大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

六



工
学
博
士
木
村

孟
氏
の
「
地
盤
の
力
学
挙
動

に
関
す
る
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

木
村

孟
氏
の
研
究
業
績
は
、
従
来
経
験
科
学
が
主
流
で
あ
っ
た
地
盤
工
学

の
学
問
体
系
を
、
弾
性
力
学
、
塑
性
力
学
を
基
礎
に
し
た
理
論
科
学
お
よ
び
遠

心
模
型
実
験
手
法
を
用
い
た
物
理
モ
デ
ル
に
よ
る
実
証
科
学
へ
と
脱
皮
さ
せ
る

上
で
、
主
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

同
氏
は
先
ず
、
弾
性
力
学
を
援
用
し
た
地
盤
性
状
の
解
析
分
野
に
お
い
て
、

表
面
に
せ
ん
断
応
力
を
受
け
る
二
層
地
盤
の
応
力
・
変
形
解
析
を
行
い
、
車
両

の
制
動
抵
抗
に
よ
り
損
傷
を
受
け
や
す
い
道
路
の
曲
線
部
や
交
差
点
部
の
舗
装

設
計
を
理
論
的
に
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
更
に
、
無
限
体
の
一
点
に
作
用

す
る
力
に
よ
る
応
力
・
変
位
解
か
ら
地
盤
解
析
に
利
用
し
う
る
様
々
な
弾
性
解

を
系
統
的
に
導
き
出
し
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
纏
め
て
一
九
七
八
年
に
著
書
「
土

の
応
力
伝
播
」
と
し
て
出
版
し
た
。
こ
の
書
は
、
地
盤
工
学
、
舗
装
工
学
等
の

幅
広
い
研
究
者
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

次
に
、
塑
性
力
学
を
用
い
た
地
盤
の
支
持
力
に
関
す
る
研
究
を
進
め
た
。
基

礎
の
支
持
力
問
題
は
双
曲
型
偏
微
分
方
程
式
で
定
式
化
さ
れ
る
が
、
そ
の
数
値

積
分
方
法
と
し
て
、
せ
ん
断
強
度
の
ひ
ず
み
依
存
性
、
地
盤
の
強
度
異
方
性
を

も
組
み
入
れ
た
特
性
曲
線
式
を
導
き
理
論
解
析
を
行
う
手
法
を
確
立
し
た
。
更

に
、
上
・
下
界
定
理
を
用
い
た
地
盤
の
支
持
力
解
析
手
法
に
対
し
て
、
よ
り
実

用
的
な
手
法
と
し
て
実
験
的
に
観
察
さ
れ
る
破
壊
曲
面
と
上
界
値
解
析
を
組
み

合
わ
せ
る
手
法
を
採
用
し
て
、
砂
・
粘
土
互
層
地
盤
上
基
礎
、
斜
面
近
傍
基
礎
、

表
面
ク
ラ
ス
ト
を
有
す
る
粘
土
地
盤
上
基
礎
の
支
持
力
な
ど
、
広
範
囲
な
境
界

条
件
下
の
地
盤
の
支
持
力
問
題
の
理
論
解
を
与
え
た
。

実
証
科
学
と
し
て
の
物
理
モ
デ
ル
に
関
し
て
は
、
小
型
の
模
型
実
験
で
は
土

の
自
重
の
影
響
が
殆
ど
発
揮
さ
れ
な
い
欠
点
を
早
く
か
ら
指
摘
し
、
多
目
的
利

用
が
可
能
な
遠
心
模
型
実
験
施
設
を
、
国
内
の
大
学
と
し
て
初
め
て
大
阪
市
立

大
学
と
並
ん
で
東
京
工
業
大
学
に
導
入
し
、
研
究
を
遂
行
し
た
。
木
村
氏
の
業

績
は
、（
１
）
Ｘ
線
写
真
を
用
い
た
砂
地
盤
中
の
す
べ
り
面
の
観
察
技
術
の
確

立
、（
２
）
高
速
回
転
す
る
遠
心
模
型
地
盤
中
の
ひ
ず
み
進
行
の
自
動
追
跡
装
置

の
開
発
、（
３
）
間
隙
水
圧
計
測
を
伴
う
応
力
履
歴
の
明
ら
か
な
粘
土
地
盤
作
成

技
術
の
確
立
、（
４
）
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
駆
使
し
た
掘
削
・
除
荷
過
程
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
確
立
、
そ
し
て
、（
５
）
遠
心
場
に
お
け
る
地
震
発
生
装
置

の
開
発
と
応
用
に
集
約
で
き
る
。

以
下
に
各
業
績
の
要
点
を
述
べ
る
。

（
１
）
従
来
、
Ｘ
線
写
真
は
主
応
力
軸
が
回
転
し
な
い
土
圧
問
題
に
主
に
採
用

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
技
術
を
主
応
力
軸
が
九
〇
度
回
転
す
る
支
持
力
問
題
に

適
用
し
非
接
触
計
測
に
よ
り
現
在shear

band

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
、
明

二
九



瞭
で
有
限
幅
を
有
す
る
す
べ
り
線
を
明
確
に
と
ら
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
特

に
、
底
面
が
滑
ら
か
な
基
礎
下
で
は
、
支
持
力
に
自
重
が
支
配
的
な
影
響
を
及

ぼ
す
砂
地
盤
に
お
い
て
も
、
金
属
体
同
様
、
基
礎
中
心
か
ら
対
称
な
破
壊
線
が

発
生
す
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
可
視
化
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
新
た
に
開
発
し
た
ひ
ず
み
自
動
追
跡
装
置
を
用
い
て
、
基
礎
の
寸
法
効

果
の
主
要
な
要
因
が
、
す
べ
り
線
に
沿
っ
て
ひ
ず
み
が
進
行
的
に
発
生
す
る
こ

と
に
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

（
３
）
小
型
の
間
隙
水
圧
計
を
用
い
た
精
密
な
観
測
を
行
い
、
応
力
履
歴
が
明

確
に
定
義
さ
れ
た
粘
土
地
盤
の
作
成
技
術
を
確
立
さ
せ
、
多
様
な
地
盤
強
度
分

布
を
も
つ
粘
土
地
盤
の
支
持
力
実
験
を
実
施
し
た
。
こ
の
実
験
技
術
を
利
用

し
、
サ
ン
ド
・
コ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
工
法
な
ど
に
よ
っ
て
改
良
さ
れ
た
地
盤
に
つ

い
て
精
緻
な
支
持
力
実
験
を
実
施
し
、
実
設
計
に
資
す
る
数
々
の
有
用
な
知
見

を
得
た
。
ま
た
、
こ
の
間
隙
水
圧
測
定
技
術
は
、
土
試
料
の
乱
れ
の
定
量
的
計

測
に
応
用
さ
れ
、
除
荷
、
試
料
抜
き
出
し
、
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
一
連
の
要
素
実

験
作
業
中
の
負
の
間
隙
水
圧
の
劣
化
過
程
を
定
量
的
に
計
測
す
る
こ
と
に
成
功

し
た
。

（
４
）
高
速
回
転
中
に
遠
隔
操
作
で
実
験
を
行
う
地
盤
模
型
の
遠
心
実
験
で
は
、

掘
削
・
除
荷
過
程
の
モ
デ
ル
化
は
載
荷
過
程
よ
り
か
な
り
大
き
な
困
難
を
伴
う

が
、
木
村
氏
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
駆
使
し
た
地
盤
掘
削
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
開
発

し
、
矢
板
前
の
軟
弱
な
粘
土
層
を
掘
削
す
る
過
程
に
お
い
て
、
現
行
設
計
に
利

用
さ
れ
て
い
る
土
圧
理
論
解
が
危
険
側
の
推
定
値
を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

（
５
）
重
力
場
で
は
再
現
不
可
能
な
地
震
時
挙
動
を
、
再
現
可
能
と
す
る
遠
心

場
で
の
地
震
発
生
装
置
を
開
発
し
、
液
状
化
現
象
の
再
現
、
液
状
化
対
策
工
の

効
果
等
に
つ
い
て
実
証
的
な
デ
ー
タ
を
次
々
と
提
示
し
た
。

木
村
氏
は
、
自
ら
物
理
モ
デ
ル
の
研
究
、
装
置
・
計
測
器
の
開
発
に
取
り
組

む
と
同
時
に
、
遠
心
模
型
実
験
技
術
の
普
及
に
も
尽
力
し
て
き
た
。
遠
心
模
型

実
験
の
理
論
的
背
景
、
相
似
則
お
よ
び
適
用
事
例
を
地
盤
工
学
会
の
講
座
と
し

て
執
筆
を
指
揮
し
、
一
九
八
四
年
に
我
が
国
で
初
め
て
遠
心
模
型
実
験
に
関
す

る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
、
当
時
の
世
界
最
先
端
の
技
術
情
報
を
日
本

に
導
入
・
普
及
さ
せ
、
一
五
年
後
の
一
九
九
九
年
に
は
国
際
地
盤
工
学
会
が
組

織
す
る
遠
心
実
験
に
関
す
る
技
術
委
員
会
委
員
長
と
し
て
再
び
我
が
国
で
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
そ
の
時
の
基
調
講
演
で
木
村
氏
が
述
べ
た
よ
う

に
、
僅
か
一
五
年
で
「
我
が
国
は
世
界
で
最
大
数
の
遠
心
実
験
装
置
を
保
有
す

る
に
至
っ
た
」
が
、
こ
れ
は
偏
に
同
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。上

述
し
た
数
々
の
研
究
業
績
に
対
し
て
、
土
木
学
会
論
文
奨
励
賞
、
土
木
学

会
論
文
賞
、
地
盤
工
学
会
論
文
賞
、
地
盤
工
学
会
功
労
章
さ
ら
に
は
大
英
帝
国

名
誉
勲
章
（C

B
E

）
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

三
〇



主
要
著
書
・
論
文

【
著
書
】

1.

土
質
力
学
（
分
担
）（
一
九
六
九
）‥

最
上
武
雄
編
著
、
土
木
学
会
監
修
、pp.221−

330,
技
報
堂
出
版

2.

応
力
伝
播
（
一
九
七
八
）‥

鹿
島
出
版

3.

土
質
力
学
（
共
著
）（
一
九
八
〇
）‥

彰
国
社
（
共
著
者‥

石
原
研
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）

4.
C

entrifuge
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V
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編
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）:A
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.B
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o-author

K
usakabe

O
.,T

akem
ura

J.

）

【
論
文
】

1.

木
村

孟
（
一
九
六
六
）‥

せ
ん
断
力
を
受
け
る
舗
装
の
応
力
に
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て
、
土
木
学

会
論
文
報
告
集

N
o.133,21−

28

2.
Ishihara

K
.

and
K

im
ura

T
.

(1967
):

T
he

T
heory

of
V

isco-E
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T
w

o-L
ayer

System
and

C
onception
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A
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D
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C
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.
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、
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集
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):
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E
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.
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